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平成２６年度「福井新々元気宣言」推進に係る政策合意の実施結果 

（平成２７年３月末現在） 

 

 「福井新々元気宣言」の４つのビジョンを着実に実現していくため、平成２６年４月に知事と合

意した「政策合意」の実施結果について、次のとおり報告します。 

 

 平成２７年３月 

 

土木部長 幸道 隆治 

 

Ⅰ 総括 

１ 道路交通ネットワークの整備 

・ 舞鶴若狭自動車道の平成２６年夏までの全線開通や、スマートインターチェンジの整備促進に

ついて、中日本高速道路株式会社や国に要請しました。 

  平成２６年７月２０日に小浜・敦賀間が開通することにより、舞鶴若狭自動車道が全線開通しまし

た。 

  三方ＰＡスマートインターチェンジ（仮称）については、平成２７年１月から用地測量に着手し、

敦賀南スマートインターチェンジについては、平成２７年３月から工事に着手しました。 

・ 中部縦貫自動車道の北陸新幹線敦賀開業に合わせた全線開通や大野・大野東間の早期事業化に

ついて国土交通省に強く要請を行いました。 

  永平寺大野道路の福井北・松岡間については、平成２７年３月１日に開通しました。永平寺・上志

比間については、平成２８年度開通に向けて工事が順調に進捗しています。 

大野油坂道路については、大野・大野東間の平成２７年度の事業化が決定しました。大野東・

和泉間では、用地取得が約８割完了し、平成２６年８月から工事に着手しました。和泉・油坂間

では、幅杭打設が完了し調査設計が進捗しています。 

・ 福井港丸岡インター連絡道路については、早期の用地取得に向けて、測量、予備設計などを行い

ました。 

・ 併せて、県内の主要道路の整備について、優先度をつけて計画的に促進しました。 

・ これからも、高規格幹線道路の早期整備と主要道路の効率的な整備により、道路交通ネットワ

ークの確保を図っていきます。 

 

２ 災害に強いインフラの整備 

・ 橋梁、河川の排水機場、下水道施設、港湾施設などインフラの点検結果に基づく維持・補修に

よる長寿命化対策を進めました。 

・ 足羽川ダムについては、国が地権者間と順次補償契約を進め、付替県道工事に着手しました。ま

た、水源地域特別措置法に基づく水源地域の指定および水源地域整備計画が決定されました。これか

らも、ダムが一日も早く完成するよう引き続き国に求めていきます。 

・ 県内の河川において、洪水に備えた改修を進めるとともに、河道内の流下阻害の恐れのある土

砂や雑木等の除去を行い、治水安全度の向上を図りました。 
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・ 土砂災害対策については、県下全域の土砂災害の危険性が高い箇所の再調査や花崗岩地域の地

質調査を行うとともに、砂防堰堤等の整備、土砂災害避難訓練などを進めました。 

・ 道路の防災・防雪・除雪・融雪対策を進め、道路の安全を確保しました。 

・ これからも、自然災害に対する県民の安全安心の確保を図っていきます。 

 

３ 県民と共動して便利で美しいまちづくり 

・ 県内９地区における地域の特性に応じた住教育の実施、橋りょう景観ガイドラインに基づく評

価など、景観改善の環境づくりを進めました。 

・ 若狭湾や白山連峰が眺望できる観光ルートを新たに福井県屋外広告物条例の「禁止地域」に指

定し、屋外広告物の設置を抑制するなど、良好な景観づくりを進めました。 

・ 老朽化や退色が進んだ公共施設の案内看板等の除却や、歩道整備区間における道路標識等の集

約化を実施し、道路景観を改善しました。 

・ 県都のシンボルである足羽川でのにぎわい創出のため、水辺での活動の促進と定着に取り組み

ました。 

・ これからも、景観改善やにぎわい創出などを図る各種施策を実施することで、県民の生活に潤

いと活力を与えるまちづくりの推進を図っていきます。 

 

 

Ⅱ 「政策合意」項目にかかる結果について 

 ・別紙「平成２６年度 政策合意項目にかかる実施結果報告（土木部）」のとおり 
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平成２６年度 政策合意項目にかかる実施結果報告（土木部） 

（平成２７年３月末現在） 
【実施結果の区分】 

  ・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの） 

  ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの） 

  ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの） 

  ・目標にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの） 

  ・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの） 

 

役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

１ 県土に活気の高速交通時代 
◇ 高速交通ネットワークの完結促進 
○舞鶴若狭自動車道の全線開通 
・平成２６年夏までの全線開通を中日本
高速道路株式会社に働きかけ、早期の
供用を目指します。 

 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 舞鶴若狭自動車道の平成２６年夏までの全線開通や、一日
も早い全線開通時期の公表を国と中日本高速道路株式会社に
要請しました。 
 平成２６年７月２０日に小浜・敦賀間が開通することによ
り、舞鶴若狭自動車道が全線開通しました。 
 

【舞鶴若狭自動車道の概要】 

 開通区間延長（小浜 IC～敦賀 JCT間） 約 39㎞ 

 全線延長（吉川 JCT～敦賀 JCT間）  約 162㎞ 

 

○中部縦貫自動車道の整備促進 
・永平寺大野道路については、平成２６
年度開通予定の福井北・松岡間と平成
２８年度開通予定の永平寺・上志比間
の工事促進を国に要請し、一日も早い
全線開通を目指します。 

・大野油坂道路の大野・大野東間の平成
２７年度新規事業化と全線の早期整
備をミッシングリンクの解消を要請
している他県とも協力して国に強く
働きかけます。 

・大野油坂道路の大野東・和泉間につい
ては、残る用地買収を進めるととも
に、取得が完了した区間の早期整備を
働きかけます。 

・大野油坂道路の和泉・油坂間について
は、平成２７年度用地取得に向けて、
幅杭打設など用地測量の促進を国に
働きかけます。 

 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

中部縦貫自動車道の北陸新幹線敦賀開業に合わせた全線開通
や大野・大野東間の早期事業化について国土交通省に強く要
請しました。 
永平寺大野道路の福井北・松岡間については、平成２７年

３月１日に開通しました。永平寺・上志比間については、平
成２８年度開通に向けて工事が順調に進捗しています。 
 大野油坂道路については、大野・大野東間の平成２７年度
の事業化が決定しました。大野東・和泉間では、用地取得が
約８割完了し、平成２６年８月から工事に着手しました。和
泉・油坂間では、幅杭打設が完了し調査設計が進捗していま
す。 
 

【中部縦貫自動車道の進捗状況】 

 永平寺大野道路 

  福井北・松岡間（2.2㎞） 

  ・H27.3.1開通 

  永平寺・上志比間（5.3㎞） 

  ・全地区で工事実施中 

大野油坂道路 

 大野・大野東間（5.5km） 

 ・新規事業化が決定 

  大野東・和泉間（14㎞） 

  ・用地取得が進捗（約 8割（面積ベース）） 

  ・工事着手 

  和泉・油坂間（15.5km） 

  ・調査設計が進捗 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

○スマートインターチェンジの整備促 
 進 
・舞鶴若狭自動車道敦賀南スマートイン
ターチェンジと三方ＰＡスマートイ
ンターチェンジ（仮称）の整備促進を
国と中日本高速道路株式会社に要請
し、できるだけ早い着工を働きかけま
す。 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

スマートインターチェンジの整備促進について国と中日本
高速道路株式会社に要請しました。 
三方ＰＡスマートインターチェンジ（仮称）については、

平成２７年１月から用地測量に着手し、敦賀南スマートイン
ターチェンジについては、平成２７年３月から工事に着手し
ました。 
 

【供用予定年度】 

敦賀南スマートインターチェンジ      平成２８年度 

三方ＰＡスマートインターチェンジ（仮称） 平成２９年度 

○主要県内道路・県境道路の整備 
・高規格幹線道路と連結する基幹的な道
路ネットワークを最優先に整備しま
す。 

・今年度事業化された福井港丸岡インタ
ー連絡道路については、早期の用地取
得に向けて測量設計を進めます。 

・県民の安全と利便性、効果、効率性と
ともに地元合意や市町の協力体制な
ども考慮し、優先度をつけて計画的に
整備します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 舞鶴若狭自動車道小浜ＩＣ～敦賀ＪＣＴ間、中部縦貫自動
車道福井北ＪＣＴ・ＩＣ～松岡ＩＣ間のほか、これらと連結
する国道２７号金山バイパス・美浜東バイパスや国道４１６
号吉野堺バイパスなど主要道路１１箇所が供用されました。 
 今年度事業化された福井港丸岡インター連絡道路について
は、測量、予備設計などを行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県内主要道路の供用箇所数   ２４箇所 

            （１１箇所の増） 

（平成２５年度末１３箇所） 

主要道路の供用箇所数       ２４箇所（１１箇所の増） 

・国道２７号〔金山バイパス〕           6月 27日 

・国道２７号〔美浜東バイパス〕          6月 27日 

・（一）常神三方線〔神子トンネル〕        7月 6日 

・舞鶴若狭自動車道〔小浜ＩＣ～敦賀ＪＣＴ間〕   7月 20日 

・（主）上中田烏線 （若狭町上黒田～三田）     7月 20日 

・（主）福井今立線〔戸口トンネル〕        8月 8日 

・国道１５８号〔砂山トンネル〕         12月 18日 

・中部縦貫自動車道〔福井北ＪＣＴ・ＩＣ～松岡ＩＣ間〕 

                    27年 3月 1日 

・国道４１６号〔吉野堺バイパス〕 

                    27年 3月 1日 

・国道１６２号（若狭町食見～世久見） 

     27年 3月 21日 

・国道１６１号〔愛発除雪拡幅 疋田工区〕 

                    27年 3月 25日 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

◇ 海と空の拠点を最大活用 
○敦賀港の利用促進【部局連携】 
・敦賀港の物流拠点としての機能を強化
するため、鞠山南地区ふ頭用地の事業
着手に向け調査を行います。合わせ
て、北陸新幹線や原子力災害制圧道路
の工事の土砂を埋め立てに活用する
ことを検討します。 

 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 敦賀港の鞠山南地区ふ頭用地の事業着手に向け、土質や周
辺環境に与える影響などの調査を行いました。加えて外部専
門家の意見を聞きながら経済波及効果などについて検討を行
いました。 
 その結果、バイオマス発電事業や内航フェリー・内航ＲＯ
ＲＯ船の大型化等による貨物量の増加、外航大型クルーズ船
の寄港、北陸新幹線や原子力災害制圧道路のトンネル工事等
の発生土砂活用によるコスト削減など、十分な事業効果が見
込まれました。 
 これを受け、国へ事業着手に向けた要請を行うとともに、
県による埋め立て事業の準備を進めます。 

○福井港の利用促進【部局連携】 
・中央航路への土砂の堆積を軽減するた
め、北防砂堤の事業着手に向けて港湾
計画に位置づけます。 

 

 
 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 北防砂堤の事業着手に向けて、本年度、施設の配置計画や
環境影響調査、航路の安全調査を実施し、関係機関との協議
を進め、同意を得ました。２月１６日に福井港地方港湾審議
会幹事会で審議を受け、中央航路における北防砂堤の港湾計
画への位置づけを行いました。 
 
【北防波堤の延伸】 

   延長 L=600ｍ（移設延長 300m、新設延長 300m） 

 

◇ 次の５０年の都市改造 
○えちぜん鉄道高架化の推進 

【部局連携】 
・平成３０年の福井国体までの完成を目
指し、仮設線路の工事を進めます。 

 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

えちぜん鉄道の高架化事業については、平成３０年の福井
国体までの完成を目指しており、年度内に新幹線高架へ乗り
入れるためのスロープ工事を完了しました。 
 

○新九頭竜橋の推進 
・詳細設計を早期に完了し、年内の工事
発注を目指します。 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

新九頭竜橋については、詳細設計を９月に完了し、右岸側
堤防道路の付替工事に１１月に着手しました。 
１２月には橋梁下部工事の入札公告を行い、３月に着手し

ました。 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

〇足羽川の利活用の推進 
・舟着場も活用しつつ、水辺に親しむイ
ベント、川遊び、釣り体験などの活動
の定着を図ります。 

 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

市民団体や学校、企業などで構成する「まちなか足羽川会
議」の参加団体と共動して、アユの稚魚放流やボートの川下
りといった体験活動を実施し、多くの県民に参加いただきま
した。 
また、新たな取組みとして、昨年度整備した舟着場を活用

した「カヌー体験教室」や歴史散策と連携した「毛矢の繰舟
体験」を実施しました。 
 

  
 
 

◇ 電車・バス・自転車に乗りやすい街 
○自転車道の整備【部局連携】 
・既存の自転車道や河川堤防を活用し、
自転車走行環境の整備を進めます。 

・自転車道のネットワーク化を進め、市
町やカーセーブに関係する各地区サ
イクリング協会等の団体等と共動し、
観光地を記載したわかりやすいルー
トマップを作成、周知するなど利用促
進を図ります。 

 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 既存の道路を活用して、丹南地域の福井ふるさと百景をめ
ぐる自転車道のネットワーク化を図りました。 
 
 越前市サイクリング協会や福井県サイクリング協会と共動
し、ネットワーク化を進めた箇所のルートマップの作成やホ
ームページでの公表、イベント等での配布を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 

２ 日本一の安全・安心 
◇ 地震・異常気象・災害などに迅速対応 
○インフラの長寿命化対策 
・橋梁、河川の排水機場、砂防堰堤、下
水道施設、港湾施設などインフラの定
期的な点検結果に基づく維持・補修に
よる長寿命化対策を進めます。 

・国、県、市町が一体となった道路メン
テナンス会議を立ち上げ、点検技術の
向上などを目的とした研修等を実施
します。 

 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

点検結果に基づき、橋梁３６橋、河川排水機場８装置、下
水道施設６装置、港湾２５施設等の維持・補修を実施し、イ
ンフラの長寿命化を図りました。 
道路管理を計画的、効果的に行うため、５月に県道路メン

テナンス会議を設置し、今年度点検が義務化された道路施設
の点検計画を策定しました。 
また、１２回の研修を実施し、国、県、市町等の職員の点

検技術向上を図りました。 

釣りやカヌーなどの体験活動への参加者

数           ４，３００人 

（平成２５年度 ４，１３６人） 

自転車道のネットワーク化による安全な

通行の確保        １５６ｋｍ 

（２０ｋｍの増） 

（平成２５年度末 １３６ｋｍ） 

自転車道のネットワーク化による安全な通行の確保 

               １５８ｋｍ（２２ｋｍの増） 

 釣りやカヌーなどの体験活動への参加者数   ４，４１６人 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

○原子力災害制圧道路等の整備促進 
・新設する道路について、敦賀半島の竹
波立石縄間線、佐田竹波敦賀線、大島
半島の赤礁崎公園線、内浦半島の音海
中津海線の４路線のトンネル工事に
着手します。 

・斜面対策や橋梁耐震補強など、既存の
道路の防災機能を強化します。 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 原子力災害制圧道路については、新設道路４路線でトンネ
ル工事に着手しました。 
現道の防災対策について、今年度、対策が必要な２５斜面

すべてで対策に着手しました。 
 また、橋梁については青戸の大橋の補修補強を実施しまし
た。 

 

○道路インフラの防災対策 
・これまでの点検結果により対策が必要
とされる緊急輸送道路や原子力発電
所に至る道路などの箇所において、法
面防災対策工事を実施します。 

・異常気象時等に、緊急輸送道路や迂回
路のない路線を重点的にパトロール
し、防災対策の充実を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を上回って達成しました。 

緊急輸送道路となっている国道３０５号などにおける４７
斜面（うち原子力災害制圧道路に関する斜面は１７斜面）に
おいて道路法面対策工事に着手しました。 
 
 
 
 
 
 

○道路インフラの除雪対策 
・１１月頃までに、パトロール、支障木
の事前伐採、国、高速道路株式会社、
原子力事業者等との情報共有など、こ
れまでの大雪時の課題を再点検し、一
層の除雪対策を進めます。 

・舞鶴若狭自動車道全線開通にあわせ、
新たに国道２７号から上中 IC にアク
セスする道路を最重点除雪路線とす
るなど嶺南地域における除雪体制の
充実・強化を図ります。 

・緊急医療施設周辺道路、最重点除雪路
線、緊急輸送道路などについて順次消
雪施設を整備します。 

・雪崩対策が必要な箇所に防雪施設を重
点整備します。 

 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 降雪期前にパトロールを実施し、倒木の恐れとなる支障木
１１７本を１０月末までに事前伐採し、冬季交通の安全を図
りました。 
 「嶺南雪対策に関する意見交換会」を関係者で３回開催し、
越前市から敦賀市区間および嶺南地域の幹線道路の除雪対策
の充実および関係機関の連携強化を図りました。 
 原子力事業者と情報共有を行い、原子力発電所に通じる県
道の交通の確保を図りました。 
 （主）佐田竹波敦賀線 
 （一）音海中津海線 
 （一）赤礁崎公園線他３路線（５６ｋｍ） 
 
 舞鶴若狭自動車道の全線開通にあわせて、国道２７号から
若狭上中ＩＣにアクセスする県道（主）上中田烏線（若狭町
無悪から脇袋区間）を最重点除雪路線に指定し、消雪施設 1.0
ｋｍを設置するなど除雪体制を強化しました。 
 
 
 
 
 

道路法面対策工事に着手する斜面数  

             ３２斜面  

（うち原子力災害制圧道路に関する斜面数  

              ７斜面）  

（平成２５年度 ３０斜面 

うち原子力災害制圧道路に関する斜面数  

１３斜面） 

消雪設備の整備延長   ３３９ｋｍ 

（３ｋｍの増） 

（平成２５年度末 ３３６ｋｍ） 

道路法面対策工事に着手した斜面数            ４７斜面 

 

(うち 原子力災害制圧道路に関する斜面数    １７斜面） 

消雪設備の整備延長                    ３４３ｋｍ 

                            （７ｋｍの増）  
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

○治水対策の促進 
・近年に浸水被害が発生した区間、想定
氾濫区域内に家屋等が集中している
区間、主要事業と関連する区間などを
重点的に整備します。 

・計画的に河川の浚渫や伐木を実施し、
あわせて土砂や伐木の有効利用を図
ります。 

・大雨時の住民の迅速な避難につなげる
ため、雨量・河川水位情報に加え、河
川監視カメラ映像や土砂災害危険度
情報を提供します。 

 
 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

治水対策を促進するため、市街地を流れる底喰川、主要事
業である中部縦貫自動車道と一体的に整備が必要な荒川など
効果が早期に発現できるよう重点的に整備を進めました。 
 また、河川の浚渫と伐木を実施し、あわせて浚渫土砂の有
効活用、伐採木材の無償提供を実施しました。 
河川監視カメラについて、平成２５年の台風１８号で被害

のあった嶺南地域の５河川に追加設置するとともに、国土交
通省等の管理河川のカメラも含めて、１０月から県ホームペ
ージで映像を公開しました。 

土砂災害の危険度の実況と予測を時系列で表示した曲線図
を、１０月から市町へ提供するとともに、平成２７年３月か
ら、一般県民向けに県ホームページで公開しました。 

 

〇ダム事業の推進 
・足羽川ダム事業については、付替道路
等の工事促進や用地補償が円滑に進
むよう国に強く要請し、一日も早い完
成を目指します。 

・水源地域対策特別措置法に基づく水源
地域整備計画の作成や、池田町の地域
振興策について国、池田町と協力して
進めます。 

・河内川ダムについては、本体コンクリ
ート打設に着手し、吉野瀬川ダムにつ
いては、付替え道路工事を進め、事業
の推進を図ります。 

 
 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

国は、地権者間と順次補償契約を進めるとともに、６月 
１４日には付替県道工事の着工式が行われ、工事に着手しま
した。 
１０月１７日に、国、県、池田町の三者による「足羽川ダ

ム建設事業推進協議会」を開催し、ダム建設による影響や池
田町の人口減少に係る諸課題について、定住促進対策を主と
する地域振興策を確認しました。 

また、１月２８日には、水源地域対策特別措置法に基づく
水源地域の指定が、３月１１日には、水源地域整備計画が決
定されました。 
河内川ダムについては、本体コンクリート打設に着手しま

した。吉野瀬川ダムについては、付替え道路工事を進め、事
業の推進を図っています。 
 
【ダム事業の進捗状況】 

足羽川ダム補償契約 

  平成２６年度末 ６８世帯のうち５９世帯契約締結 

 河内川ダム 

  ダム本体 28％、付替道路 8.5㎞(10.9km)78％ 

 吉野瀬川ダム 

                付替道路 5.3㎞(10.3km)51％ 

整備効果が現れる河川延長           ４，３７６ｍ 

（１，００８ｍの増） 

 

河川の計画的浚渫の実施              ３．８万ｍ3 

 

河川監視カメラ設置箇所数       １６箇所（５箇所の増） 

整備効果が現れる河川延長 

４，３６８ｍ（１，０００ｍの増）   

（平成２５年度末 ３，３６８ｍ） 

 

河川の計画的浚渫の実施  ３．８万ｍ3 

（平成２５年度 ４．０万ｍ3） 

 

河川監視カメラ設置箇所数 

１６箇所（５箇所の増） 

（平成２５年度末 １１箇所） 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

○土砂災害対策の推進【部局連携】 
・土砂災害の危険性が高い箇所について
再調査を行い、土砂災害警戒区域等の
範囲を見直します。 

・土砂災害警戒区域において砂防堰堤、
急傾斜地崩壊対策施設などの整備を
進め、土砂災害から守る人口の増加を
図ります。 

・県、市町、地域が連携して土砂災害避
難訓練を実施し、防災意識の向上と警
戒避難体制の強化を図ります。 

・土砂災害警戒区域内の災害時要配慮者
関連施設における土砂災害避難訓練
の実施を進め、防災体制強化を図りま
す。 

・小学校を対象に土砂災害や洪水につい
ての出前授業を開催し、防災教育を進
めます。 

 
 
 
 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 県下全域の土砂災害の危険性が高い箇所の再調査を行うと
ともに、２６年８月に広島で発生した大規模土砂災害を受け、
花崗岩地域の地質調査を行いました。流出土砂量の増加が見
込まれる箇所について、６月の梅雨時期前までを目途に、土
砂災害警戒区域等の指定範囲の見直しを行います。 
土砂災害に対する安全安心を確保するため、砂防堰堤など

の施設を整備し、保全人口が６１２人増加しました。 
 県、市町、地域の連携による土砂災害を想定した避難訓練
を新たに３市町で実施し、あわせて情報伝達の確認、防災講
習を行い、住民の意識向上と警戒避難体制強化を図りました。 
土砂災害警戒区域内に立地する災害時要配慮者関連施設に

おける土砂災害避難訓練が２４施設において実施され、避難
体制の強化が図られました。 
 小学生を対象とした防災出前授業を２３校で開催し、土砂
災害と水害についての防災意識の向上を図りました。 
 

○木造住宅の耐震化促進 
・耐震診断や補強プランの作成、耐震改
修工事に対する支援を行い、木造住宅
の耐震化を進めます。 

・既に耐震診断や補強プランの作成した
ものの耐震改修工事を実施されていな
い方に耐震改修を促すとともに、各地
で行われるイベントにおいて相談会を
実施するなど、市町と連携してきめ細
かな普及啓発を行います。 

 

 

 
 
 

〔成果等〕 目標にはいたりませんでした。 

 耐震改修に係る費用負担の軽減を図るため、助成額の上限
を昨年度に引き続き１１０万円とし、木造住宅の耐震化を進
めました。 
 
 耐震診断、補強プランの作成を行ったものの耐震改修工事
を実施されていない方へのアンケート調査を行い、耐震改修
への働きかけを行いました。 
また、県民の住宅の耐震化への理解を深めるため、市町と

ともに広報誌やイベント等での補助制度の紹介、パネル展示、
耐震改修の現場見学会などを実施しました。 
 
 
 

砂防堰堤などの整備により保全する人口 

   ３５，３００人（５８９人増） 

（平成２５年度末 ３４，７１１人） 

 

市町の土砂災害避難訓練の実施数 

         １７市町（３市町の増） 

（平成２５年度末 １４市町） 

 

災害時要配慮者関連施設の土砂災害避難

訓練の実施数 １５２施（２４施設の増） 

（平成２５年度末 １２８施設） 

耐震診断・補強プランが作成される木造

住宅戸数 

 ３，１４０戸(２５０戸の増) 

(平成２５年度末 ２，８９０戸) 

 

耐震改修が行われる木造住宅戸数 

１００戸 

(平成２５年度 ５３戸) 

耐震診断・補強プランが作成される木造住宅戸数 

３，０１３戸（１２３戸増） 

 

耐震化が図られる木造住宅数              ３９戸         

砂防堰堤などの整備により保全する人口   

３５，３２３人（６１２人増） 

 

市町の土砂災害避難訓練の実施数    １７市町（３市町増） 

 

災害時要配慮者関連施設の土砂災害避難訓練の実施数 

１５２施設（２４施設増） 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

○民間大規模建築物の耐震化促進 
・建築物の耐震改修の促進に関する法律
の改正に伴い、耐震診断および所管行
政庁への耐震診断結果の報告が義務
付けられた不特定多数が利用する大
規模な建築物の所有者に対して、市町
とともに耐震診断費用に対する支援
を行い、ホテル・旅館など民間大規模
建築物の耐震化を促進します。 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

 民間大規模建築物の所有者に対して、市町と協調して耐震
診断費に対する補助を実施し、対象建築物の診断を完了しま
した。 
 
 
 

○空き家・空き地対策【部局連携】 
・空き家となっている古民家や敷地が広
いなどの福井の特徴を持つ住宅の掘
り起し、所有者に中古住宅の品質や状
態を明確にする「福井県住宅診断制
度」の実施やふくい空き家情報バンク
への登録を促し、中古住宅の流通を促
進します。 

・県、市町、弁護士等で構成する「福井
県空き家対策協議会」において、老朽
化した危険な空き家の除却までの手
続きや課題等をまとめるなど、市町の
空き家対策を支援します。 

・福井駅周辺などで増加している駐車場
や空き地について、緑化など良好な都
市景観の形成や土地利用の方策を検
討します。 

 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

市町や不動産関係団体と協力して、ふくい空き家情報バン
クの登録件数の増加を進めるとともに、主要施設までの距離
を明記するなど掲載内容の充実を図りました。 
中古住宅の品質や状態を明確にする「福井県住宅診断制度」

の普及・促進を図り、ふくい空き家情報バンクへ住宅診断実
施済物件として掲載しました。 
 
「福井県空き家対策協議会」において、倒壊等の危険性が

ある空き家の除去にかかる行政代執行の手続きなどについて
検討し、空き家対策マニュアルに追加しました。 
 １０月から、不動産団体において空き家管理サービスなど
の情報提供を行う空き家相談の総合窓口を開設し、県民から
の空き家相談に対応しています。 
 
また、５月に福井駅周辺空き地対策検討会を設置し、空き

地対策の検討を開始しました。 
 次年度以降も引続き緑化など空き地の有効活用に向けた検
討を行います。 

耐震診断が義務付けられた民間大規模建

築物の耐震診断実施数     ７施設 

 

耐震診断が義務付けられた民間大規模建築物の耐震診断実施数

７施設 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

３ 豊かな環境、もっと豊かに 
◇ 見える見せる温暖化対策 
○建設技術研究センターによる環境に
調和した研究の推進 

・橋梁のコンクリート床版の劣化状況を
簡易かつ安価に診断する技術の研究
を行い、橋梁の長寿命化を促進しま
す。 

・農業ハウス倒壊の未然防止や効率的な
除雪体制など、多方面に役立つ福井独
自の降雪予測システムの開発を進め
ます。 

・舗装のひび割れに接着剤を注入するこ
とによる予防保全的修繕を行う工法
の開発を行い、アスファルト廃材の軽
減等を進めます。 

 

 

 

 
 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

橋梁のコンクリート床版の劣化状況を小型計測器で簡易か

つ安価に診断する技術を確立するため、４橋で詳細な実証試

験を実施し、劣化状況を診断する方法を開発しました。引き

続き、診断精度の向上に努めるとともに、安価で補修できる

工法を確立していきます。 

地形や過去の降雪量・気温・風などの気象データを基にし

た降雪予測式をメッシュごとに補正する降雪予測方法を開発

しました。引き続き、降雪予測と実際の降雪量を比較しなが

ら予測精度を高め、福井独自の降雪予測システムの開発を進

めます。 

舗装のひび割れに注入する接着剤の材料配合試験を行い、

ひび割れ幅の状況に応じた配合を決定しました。引き続き、

施工機械等の開発を進め、予防保全的修繕を行う工法の確立

を目指します。 

〇再生可能エネルギー設備の導入 
【部局連携】 

・浄土寺川ダムや桝谷ダムなどにおい
て、ダムからの放流水を活用した管理
用発電設備の設置を進めます。 

・砂防堰堤を活用した小水力発電につい
て、施設の構造や発電量に関する情報
などを広く周知し、地域への導入を支
援します。 

 

〔成果等〕  引き続き実施します。 

浄土寺川ダムおよび桝谷ダムにおいて、ダムからの放流水
を活用した発電設備の設置工事を進めました。平成２７年度
中に工事を完了し、２８年度からの発電開始を目指します。 
 砂防堰堤を活用した小水力発電については、導入を検討し
ている３地区に対し、堰堤の構造等に関する情報を提供しま
した。 
 

舗装ひび割れを接着剤注入により修繕する 

工法開発などの新規研究      ４件 

 

舗装ひび割れを接着剤注入により修繕する工法開発などの 

新規研究                      ４件 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

◇ 景観を県民資産に 
○景観調和の美しい社会資本の整備 

【部局連携】 
・福井国体の開催や北陸新幹線の県内開
業に向け、観光地やまち並みなどの良
好な景観づくりを推進するため、屋外
広告物の調査を行い、福井県屋外広告
物条例の設置基準の見直しを進めま
す。 

・舞鶴若狭自動車道と中部縦貫自動車道
の供用に伴い、若狭湾や白山連峰が眺
望できる観光ルートを新たに条例の
「禁止地域」に指定し、屋外広告物の
設置を抑制します。 

・道路周辺の景観を改善するため、交差
点改良や道路標識柱等の集約化を行
うとともに、標識や看板の撤去を進め
ます。 

・塗装の塗り替えが予定されている橋り
ょうについて、「福井県橋りょう景観
ガイドライン」に基づき、適切な景観
評価を行います。 

 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

福井県屋外広告物条例の設置基準の見直しに向け、県内の
主な観光地周辺や幹線道路、北陸新幹線沿線の広告物の設置
状況等の調査を行い、屋外広告物審議会に諮りながら関係団
体との意見交換やアンケート調査の意見を踏まえた新たな設
置基準（案）を作成しました。 

引き続き、観光地やまち並みなどの良好な景観づくりを推
進するため、福井県屋外広告物条例の設置基準の改正を進め
ます。 

若狭湾や白山連峰が眺望できる観光ルートを屋外広告物審
議会に諮り、新たに福井県屋外広告物条例の「禁止地域」に
指定しました。 

公共施設への案内看板等を除却するなどし、道路景観を改
善するため、関係部局と協議し、計画的に除去を進めました。 
塗装の塗り替えを行う１橋について「福井県橋りょう景観

ガイドライン」に基づき、景観評価を行いました。 
 

 
 
 
 

新たに禁止地域に指定する区間           ２区間 

 

交差点における道路標識柱等の集約化        １箇所  

 

背面利用や併設などによる道路標識等の減少 

                 ７１箇所（２２箇所の増） 

 

ガイドラインに基づく景観評価に着手する塗り替え 

橋りょう数          ８橋りょう（1橋りょうの増） 

新たに禁止地域に指定する区間 ２区間 

（平成２５年度 ４区間） 

 

交差点における道路標識柱等の集約化 

１箇所 

 

背面利用や併設などによる道路標識等の

減少     ６０箇所（１１箇所の増） 

（平成２５年度末 ４９箇所） 

   チャレンジ目標 ６８箇所 

 

ガイドラインに基づく景観評価に着手 

する塗り替え橋りょう数  

  ８橋りょう（1橋りょうの増） 

（平成２５年度末 ７橋りょう） 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

○建設発生土の有効利用【部局連携】 

・北陸新幹線等大型工事により生じる建
設発生土の需給調整を行い、さらに、
トンネル掘削土や浚渫砂を骨材・養浜
として再利用するなど、建設発生土の
有効利用を図り、土砂採取による山の
切り崩しを抑制し景観を保全します。 

 
 

〔成果等〕 引き続き実施します。 

昨年度に引き続き、鉄道・運輸機構、国土交通省、県およ

び市町をメンバーとした「建設発生土利用促進委員会」を今

年度３回開催し、北陸新幹線や中部縦貫自動車道など大型工

事から生じる建設発生土の需給調整を行いました。 

新北陸トンネル工事の掘削土や福井港の浚渫砂を骨材とし

て再利用するとともに、福井港浚渫砂は赤崎海岸の養浜にも

活用しました。 

引き続き、北陸新幹線等大型工事から生じる建設発生土の

需給調整を行い、建設発生土の有効利用を図ります。 

○子どもにも大人にも新しい「住教育」 
を推進【部局連携】 

・福井らしい「住まい」「まち並み」「住
まい方」を学び、次世代へ継承する「住
教育」をモデル地区において実践しま
す。 

・歴史的なまち並みや福井の歴史や文化
を反映した良質な古民家が残るモデ
ル地区において、住教育活動を通じ、
地域住民の景観に対する意識の醸成
を図り、外観の改修や地区内での景観
づくりを推進します。 

 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

県内９地区のモデル地区において、関係団体と連携して、
街なか散策や小学生を対象とした宮大工による体験講座な
ど、地域住民とともに住教育を実施しました。 
また、歴史的なまち並みがあるモデル地区において、身近

にできる景観づくりを行い、住民の景観に対する意識の醸成
を図りました。 
 
 
 

 
 
 

○三里浜緑地の利活用の推進 

【部局連携】 

・身近に緑の自然景観を楽しめるよう、
モデル地区において緑地内の環境改
善を行い、利用しやすい環境づくりを
進めます。 

・健康づくりのためのウォーキングや子
供たちの自然学習の場として自然観
察会などのイベントを開催し、自然と
ふれあえる活動を展開します。 

・地域の観光振興につながるよう、緑地
内に三里浜砂丘地を眺望できる場所
を整備し、「道の駅」などと連携した
利活用を進めます。 

・できるだけ多くの地域住民に親しんで
利用してもらえるよう、三里浜緩衝緑
地の愛称を募集するなど、ＰＲ活動を
行います。 

 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

「道の駅」周辺のモデル地区において、新たな公園出入口の
整備や園路周辺の下草刈り実施するなど、環境改善を行い、
利用しやすい環境づくりを進めました。 

地元まちづくり協議会や「道の駅みくに」とも連携し、健
康づくりのためのウォーキングや子供たちの自然学習などの
イベントを開催しました。 
また、緑地内に三里浜砂丘地を眺望できる展望所を整備し、

「道の駅」の花らっきょ祭と連携して三里浜特産物を紹介す
るイベントを実施するなど、緑地の利活用を進めました。 
三里浜緩衝緑地の愛称募集を行い、４４６件の応募の中か

ら「三里浜砂丘の森」に愛称を決定しました。 

 

住教育実践モデル地区数 

  １７地区（５地区の増） 

（平成２５年度末１２地区） 

住教育実践モデル地区数      １７地区（５地区の増） 

 

あわら市：新富地区    池田町：稲荷地区 

越前町：江波地区     美浜町：佐柿地区 

若狭町：天徳寺地区 
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役職 土木部長 氏名 幸道 隆治 

項 目 実 施 結 果 

４ 観光とブランドを産業の柱に 
◇ 観光を福井のリーディング産業へ 
○道の駅の整備・活用【部局連携】 
・越前町、若狭町および永平寺町の３箇
所において、市町が整備する観光や農
産物販売の拠点となる地域振興施設
と合わせて整備を進めます。 

・既設の道の駅について、より快適に利
用してもらえるよう、老朽化した設備
の補修・更新を行います。 

・県内の「道の駅」をより魅力的な観光
や地域振興の拠点とするため、市町・
駅長等を対象とした情報交換の場を
設け、利用客の拡大を図ります。 

 
 
 
 

〔成果等〕 目標を達成しました。 

越前町、若狭町および永平寺町の３箇所において整備を進
め、その内、越前町、若狭町については今年度で整備完了、
永平寺町については、平成２７年度中も引き続き整備を進め
ます。 
「道の駅」をより魅力的な観光や地域振興の拠点とするた

め、道の駅利用者にアンケート調査（1,555 件）を行うとと
もに、道の駅駅長同士の情報交換を行う駅長会議を２回実施
しました。 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
【整備箇所】 

  越前町 道の駅「越前」 H26.11月整備完了 

  若狭町 道の駅「三方五湖」 H27.3月整備完了 

福井市 道の駅「一乗谷あさくら水の駅」 

（H27.3月完成・市整備） 

  永平寺町 道の駅「永平寺温泉（仮称）」整備中（H27完成予定） 

５ 行財政構造改革による財源の確保 
◇ １５０億円の「政策推進枠予算」を
確保 

○県有地の売却・利活用 
・土地利用促進チームが、専門業者の販
売ノウハウやインターネット公有財
産売却システムを活用し、県有地の売
却や利活用を進めます。 

 

〔成果等〕目標を達成しました。 

 関係団体、近隣企業、宅建業者へのＰＲや訪問活動、一般
公募を行い、４区画を売却しました。 
これからも訪問活動等を継続していくとともに、宅地建物

取引業団体等の情報網やノウハウを活用して、土地の売却や
利活用を進めます。 
 
 

 

売却・利活用する土地の区画数 ４区画 

（平成２５年度 ７区画） 

道の駅整備完了箇所数 

１３箇所（２箇所の増） 

（平成２５年度末 １１箇所） 

 

道の駅整備完了箇所数       １４箇所（３箇所の増） 

売却・利活用した土地の区画数           ４区画 

〔売却〕   ４区画 

・福井市成和             個人に 1区画売却 

 ・花乃杜ハイツ           個人に３区画売却 

・26年度歳入：54,325千円 


